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長に就任 されたのは平成 5年 4月ですo今 まで岡山大学の卒業生が岡山児の敏市長に就任す
る例はなか ったと聞いていますo もちろん,数学教室卒薬生の先雅ではだれ もいません｡は
じめての例です｡大変なことだと気づいたのは しば らくたってか らで した｡それ も,付かの
会合で坂田 は 先生か らそのような話を聞いてか らで した｡坂田先生は ｢このような時には,
同門会がお祝をするのではないかなo ｣と話されま したOそのころ県教育センターに勤務 し
ていたので,｢祝賀会｣の声を出さねばならなか ったのか もしれません｡ しか し,私ojよう
な者か声を出さな くて も,同門会 にはまだ l期,Ll期. Ⅲ湖あた りの先非が現役の校長先生
をされていましたので,青函をとっていただけるだろう｡そ して,次の同門会の崎には祝iJ']
会か開かれ るだろうと考えていま したoところか,iI'=成 6年 1月に同門会の例会がありま し
たか,そのような声は開けませんで した0時は経つばか りで した｡その間何人かの先君握に会
った時にも ｢同門会はお祝を しないのかな-｣と話 しま したか, ｢した らいいな-｣ とい う
返事をいただ くだけで した｡
そんな思いの 日々か退きていきま したか.平成 6年 10月に附Fp;i中学校で研究会かr3lL]かれ
た時に,お会い した校長先生や退職されていた先生方に思い切 って ｢また祝賀会か閃かれて
ないようですが.ちょっと遅いのですが祝賀会を闘いた らとうですか｣ と声を出 しま したo
｢そうじゃな-あんたがす るのな らみんなで しょうではないか｣という返邸をいただきま し
たOいつかは しなければな らない.だれかか しlj:ければな らないと思 っていたので, 言った
以上は後には引けません｡ とりあえず l臥 tl)y]の先IrLや,森崎先!J三0)同期の先生方の承諾i二
を得てか らか良いとア ドバ イスをいただき,何人かに喝詣でおたずね したところそれは山い
ことだとの承緒を柑ま した｡そこでこ純理をいって附属中Jui校に･Ji坊局を依赦 して祝焚会を
しようとい うことになりま した｡ ところか,教育長さんは忙 しい し.私 どもが迎雑を取るこ
とは至難の巣です｡そこで.以前岡山市の学耶課長をされていた火山中学校の吉脱俊二校Ii
先生に連絡調整役をお願い したところ快 くお引き受けくださって.期 日を平成 7q=1月 7u
(土) 18:30-岡山市の ｢まきび会館｣で開 くということにな りま した｡会の進めプJ~な
どは吉JP先生.附属中学校の山本剛先生と何度か相談を し,名簿作 り,会を行 う係は附属Ll】
学校の山本剛.川上公一,金光一雄,大月一番の各先生,附属小一ぢ:'二校の点と崎東洋郎先LLなと
か進んで協力 して くださり,スムーズに進めることかできま した.定例の同門会oj申IEIJo)4l:
なので発起人は有志 ということに しま した｡お祝 というにはあまりにも叫期を逸 しているの
で閉む会 ということに し.案内を出す範関 も ｢岡山県内にお勤めで.現在学校帆係 にお勤め
の方｣とい うことに しま した｡前回の同門会名簿を元に して約 800名の方に案内を.I;I.:し｣二
げました｡いつ もの同門会が 50名程度の参加者なので, との私三度の参加者かあるか心配で




に.森崎先生の ご挨拶をいただいた後.乾杯 の音頭を教育学 部のlJ瑞穂敏雄先生,閉会oj挨拶
を芦 田克久先生か らいただ きま した｡予定 していた 2時 rlE7j30分 とい う時 間か あ っというILiJ
に過 ぎ去 りま したo参加者全員か森崎先生 の ご活柏をお祈 りし,全員で応援す ることを暫 い.
また児の敏 百界のそれ ぞれの分野で一人 ひと りかが/Uは ることを誓 ってty-]会に しま した｡
坂 m先生 か らuflいて 2年 目.や っと宿櫛がで きた とほ っと しま した｡特 に却 栃局 をお引き
受 けいただいた附属 中学校 の先生方には一番忙 しい時にいろいろな事務 を していただ きま し
た｡ この場を借 りて厚 くお 礼申 し上げ ますO さ らに.大変多忙 な 日々を送 られてい る森崎Lh
生 にご出席 いただいた ことが大変 うれ しく,感謝いた してお ります｡皆様 あ りが とうござい
ま した｡
(昭和 44年卒 余伝 宏)
守谷信博先生を偲ぶ
本会会員であ る岡山県立総社雨 林等学校凝翰守谷信博先生 (昭和 50
年卒)が高血圧 による脳内出血 によ り43歳 の若 さで, 2月 23日に逝
去 されま した｡ 岡山了市足守 959-1
先生 は. 岡山大学教育学 部在学 中は,サ イク リング部で体 を鍛え なが
ら.勉学 に励 まれ. 4年生の時o)卒姦翰文 は.関数解析で した｡
岡山大学卒業後は.大阪教育 大学大学院悌上課 程 (2年)に進学 され.
その後.勝央中学校 (3年)一介敷工英高校 (7年 ),をへて総社 両市
校 に転勤 され ま した｡
先生 は.だれ にも負 けないエネルギ ッシュな フ ァイ トの持 ち主で, 中盟 的な存在 で あ った
ように聞いてお りますc
数学の授業では.わか りやす くポイ ン トを押 さえた説明に多 くの生徒 が数学の魅力 に引き
込 まれ,かな りの生徒が数学嫌 いか ら救われたよ うです｡ また,生活指導係のキ ャ ップと し
ては,人情 に厚 く,係の立椴を越えて生徒 と接 してお られたよ うです｡
ところか,冶杜南高校での 8年 目の今年 の l月下旬 に脳内出血 によ り倒 れ られ,入院 され
ま した. 治療の効果 があ り.次第 に快方 に向か って いると聞いてホ ッとす るとともに大変 よ
ろこんでいま した｡ その矢先病状が急変 し,平癒 をお祈 りしたかい もな く,奥様 と3人のお
子様 を残 して, ご逝去 にな られ ま したC掛 こ,琉念でな りませんれ 本会月の皆様 とともに
守谷先生 の ご冥福をお祈 りしたい と思 います｡
(昭和 50年卒 服部宏 一 郎)
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